
総
務
委
員
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監査水準の平準化と向上を目指す

12
月
12
日

12
月
13
日

所
管
事
務
調
査

監
査
基
準
の
策
定
及
び
公
表

　監
査
基
準
の
策
定
及
び
公
表
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
監
査
実

施
方
法
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　今
回
の
策
定
は
、国
の
基
準

に
沿
う
よ
う
見
直
す
も
の
だ
が
、

既
に
国
の
基
準
を
満
た
す
監
査

等
を
行
っ
て
お
り
、適
法
性
や

正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
た
め
、今
後
実
施
方
法
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
監
査

実
施
の
支
障
と
は
な
ら
な
い
か
。

　公
表
す
る
こ
と
で
、業
務
の

自
主
的
な
改
善
や
適
正
化
の
促

進
も
期
待
で
き
る
た
め
、直
ち

に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。

　今
後
の
監
査
の
調
査
方
法
は
。

　今
回
の
監
査
基
準
案
に
基
づ

き
、監
査
請
求
の
内
容
に
応
じ

て
関
係
者
の
協
力
を
求
め
な
が

ら
、適
切
な
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

産
業
建
設
委
員
会

地域のシンボルとして市民に愛される公園を目指す 所
管
事
務
調
査

赤
塚
山
公
園
再
生
基
本
計
画（
案
）

　赤
塚
山
公
園
再
生
基
本
計
画（
案
）に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　駐
車
場
不
足
の
対
応
は
。

　各
駐
車
場
の
植
樹
帯
や
ロ
ー

タ
リ
ー
の
構
造
を
見
直
し
て
ス

ペ
ー
ス
を
増
や
し
、合
理
的
な

駐
車
の
配
列
に
し
て
駐
車
可
能

台
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　今
後
の
整
備
の
進
め
方
は
。

　位
置
付
け
た
各
事
業
に
つ
い

て
、優
先
順
位
を
付
け
な
が
ら

事
業
化
を
進
め
て
い
く
。市
民

ニ
ー
ズ
の
高
い
飲
食
物
販
の
機

能
、水
の
広
場
の
充
実
等
を
行

い
、開
園
30
周
年
に
向
け
て
、よ

り
魅
力
的
な
姿
を
目
指
し
て
い

く
。　飲

食
物
販
の
機
能
の
具
体
的

な
考
え
は
。

　具
体
的
な
手
法
は
こ
れ
か
ら

検
討
し
て
い
く
が
、飲
食
物
販

の
機
能
を
充
実
さ
せ
、利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
。

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

【
問
】

【
答
】

○10月25日　議会協議会
豊川市開発ビル株式会社の清算に向けた取
り組み

○12月12日　福祉委員会
第２期子ども・子育て支援事業計画（案）

○12月13日　市民文教委員会
第２期スポーツ振興計画（案）
第３次多文化共生推進プラン（2020-2024）
（案）

○12月13日　産業建設委員会
第３次食育推進計画（案）
環境基本計画２０２０（案）
一般廃棄物処理基本計画（案）
空家等の適切な管理に関する条例（案）の
基本的な考え方

　議会では、防災研修として、避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）研修を実施しました。内容は、大規模災害
時の避難所の運営です。避難者を考慮しながら部
屋割りを考え、また避難所で起こる出来事に対し
て、自由に意見を述べ、かつ、話し合いながら、ゲー
ム感覚で避難所の運営を学ぶ機会となりました。
この訓練で、災害・被害の程度によって避難や避
難所の条件も異なることや、正確な情報の入手の

○ 9月２5日 避難所運営ゲーム　HUG研修

その他に開催された委員会 議 員研 修 会

委員会などの開催状況

大切さ、避難者も含
めた役割の共有、避
難所で何かもらうと
いう考え方ではなく、
まずは持参するとい
う自助の考え方の大
切さを学ぶことがで
きました。
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議会運営委員会

岸和田市役所会議室にて

　岸和田市では、議会改革の取り組みの一つとして、政策討論会を
行っています。政策討論会は、３つの分科会において、それぞれの
テーマに沿った討論を行い、最後に全議員での討論を経て市長へ
の提言書等をまとめるもので、政策形成の有効な手段と感じました。
また、昨年９月の台風２１号では、市域全体に甚大な被害があった
ことから、議会として災害対応での課題の検証や改善を市長へ申し
入れており、その経緯等を確認することができました。

○ 10月  9日 佐賀県佐賀市
　　議会運営等改革検討会の取り組み、ＩＣＴ推進基本計画
○ 10月10日 山口県防府市
　　議会懇談会、議会報告会など議会改革の取り組み
○ 10月11日 大阪府岸和田市
　　政策討論会、災害時における議会対応など
　　議会改革の取り組み

政策課題調査特別委員会

つくば市役所会議室にて

　つくば市は、平成 30 年度に「SDGs 未来都市」に選定され、『世
界のあしたが見えるまち』として、持続可能都市ビジョンを定めて
います。このビジョンの実現に向け、こどもの未来を始めとする５
つの柱建てからなる「CIVIC 事業」について、詳細を伺うことが
できました。今後は、本市の地方創生に係る取り組みにおいて、
SDGs が重要視する経済・社会・環境の３側面における観点か
ら注視していきます。

○ 10月16日　茨城県つくば市
　　つくばSDGs未来都市先導プロジェクト

委員会の行政視察報告

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情
愛知自治体キャラバン実行委員会　代表者　森谷光夫

陳情第12号
～第15号

陳　　情

結　　果 陳情第12号から陳情第14号は、常任委員会において不採択と決定。
陳情第15号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

国に対して「すべての子どもによりよい幼児教育・保育の無償化の実現を求める意見書」の　
提出を求める陳情

愛知保育団体連絡協議会　会長　本田　たみ代

陳情第16号

結　　果 陳情第16号は、各派交渉会において「聞きおく」と決定。

※　国や県に対して意見書の提出を求める陳情は、申し合わせにより「聞きおく」としています。
※　「聞きおく」とされた陳情は、全議員にその写しを配付し、各会派が陳情内容により意見書や決議の発議が必要と判断した場合は、
　定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
　　今期定例会において、申し出はありませんでした。

⑭SDGs
「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と
包摂性のある社会実現のための国際目標。

⑭
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